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資料紹介
最近出た経済学者の追悼文集
?
原 四 郎
はしがき
ここ数年の間に，経済学者の追悼文集（単行本）がかなり出版された。それらの多くは
私家版・非売品で，一般に流通しないから，出版されたこと自体が知られにくく，たとえ
知ったとしても，実物を入手することはむつかしい。年来私はこの種のものを蒐集するこ
とを心がけていて，その蒐集がある程度まとまると，それらを紹介してきた1)。 この文章
もその一連の紹介につづくものとして書かれた。
ここにとりあげた追悼文集は1984~1987年の間に出たもので，故人の名前の50音順にと
りあげることにする。そのうち(2)と(8)と(10)には私も寄稿しており， とくに(10)はその編集の
おてつだいもした。なお私があつめた追悼文集は，すべて関西大学の経商資料室に寄贈し
たが，ここに紹介する10点も，近く追加して寄贈することにしている。
以下五十音順に紹介するが，柴田敬という「忘れられた経済学者」の追悼文集は最後に
まわして，ややくわしくのべることにしよう。
I 
(1) 大河内一男 (1905-1984)
「わが師大河内一男』，編集•発行大河内演習同窓会（代表尾崎重毅， 東大経済学部兵
藤研究室気付）， 1986年8月9日発行，非売品， B6版259ページ，巻頭に遺影ー葉。
追悼文のはじめは， 門下生代表氏原正治郎が 1984年8月24日の葬儀の時によんだ弔辞
1)杉原「経済学者の追悼文集について」 (1)~(4),『甲南経済学論集』第 20巻第4号，第
21巻第 1号，第2号，第22巻第 1号， 1980-1981年，同「最近出た経済学者の追悼文
集』，同第23巻第3号， 1983年1月，同「経済学者の追悼文集補逮」，第25巻第2号，
1984年10月。以上は単行本の追悼文集の紹介で，雑誌の場合は，杉原「雑誌特輯号に
見る経済学者の追悼文集」（『甲南経済学論集』，第23巻第2号，1982年10月，杉原「日
本の経済雑誌JI, 日本経済評論社， 1987年に収録）でとりあげた。
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で， 1940年の最初の大河内ゼミの学生尾崎重毅から1964年卒業の茂木弘道まで25年間つづ
いたゼミ OB2lの学生たち49人の文章がつづき，その後に大河内ゼミに特別参加した田代
正夫ら8人，大学院ゼミに参加した栗田健ら3人，および故人と特別に関係の深かった隅
谷三喜男と白井泰四郎の文章がおさめられている。最後に大河内春枝未亡人の「感謝の言
葉」と「大河内一男先生追悼文目録」，「あとがき」（編集委員会の代表7名の署名があり）
がある。「あとがき」には，故人の還暦の記念事業として「戦前戦後一ー大河内演習の25年
ー」（東京大学出版会， 1979年， 2400円）を刊行した演習同窓会がその姉妹篇として本
書を編み，三周忌の墓前に捧げたことがしるされている。
執筆者の多くは学界関係者一一その中で異色なのは中国社会科学院の朱紹文と朝鮮大学
校の鄭淵沼であろう一ーで，学者・教育者としての故人の風貌がしのばれるが，実業界に
ある大塚斌の文章は学界人の文章とはひとあじちがい，人間大河内一男のプロフィルが描
かれていて興味をさそう。私は未亡人の文章の最後に「牡花の崩ずるるさまのうつくしき
一片のこさず散りにけるかも」とあるのを読んで，故人の戦時中の労作のはしがきに木下
利玄の「牡丹花の咲きさだまりてしづかなり花のしめたる位置のたしかさ」が引かれてい
たのを思い出した丸
(2) 大島 清 (1913-1984)
「人生は旅人は旅人一大島清追協文集ーー』，発行人大島卓，制作校倉書房， 1985
年5月15日発行，非売品， B6版354ページ，巻頭に故人の遺影など写真29葉。
大島卓（故人の長男）の「あとがき」によれば，追憶文集を一周忌に刊行するべく，山
内一男・岡田和喜を呼びかけ人，小野盛四郎，斉藤道為，前畑憲子，神山安雄を編集世話
2) 大河内演習同窓会編「戦前戦後—大河内演習の25年』，（東大出版会， 1979年）の巻
末に「演習史略年表」がのっており，それによって1936年（河合栄治郎主宰の社会科
学古典研究会が開設，大河内の演習は1941年から始まる）よリ 1965年（大河内教授還
暦祝賀会—当時大河内は総長で演習はその前年に終了していた）までの歩みがたど
れる。
3)私が故人の著作に接しはじめたのは京大経済学部の学生だった 1939-1941年の頃だ
が，戦後は直接親しくその話をきく機会が何度かあった。 1981年2月14日に東京であ
った労働旬報社主催の鼎談（大河内一男， 隅谷三喜男， 杉原四郎） もその一つであ
る。その記録は同社刊行の「大河内一男集」第8巻 (1981年）に収録されている。な
お「わが師大河内一男」には故人の年譜も著作目録もないが，前掲「大河内一男集」
第8巻にはくわしい年譜 (1980年6月まで）と著作目録 (1981年2月まで）がのって
いる。
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人として準備したとある。 1ヶ月あまりの締切期間にもかかわらず 100編以上の文章があ
つまったことは故人の人徳のせいであろう。
冒頭に故人の「わが半生・わが旅日記」がある。これは1973年6月26日（つまり逝去約1
年まえ）に書かれた短いメモで，本書の題名「人生は旅人は旅人」はこのメモの結語で
ある。全体で4部からなり， Iは法政大学での最終講義 (1983年1月12日）の記録4l, I 
は告別式 (1984年5月18日）の弔辞7篇，皿は追憶文集で，皿が三つにわかれ， (1)知人・
友人 (83人）， (2)大島ゼミ OB(24人）， (3)遺族 (4人）の順にならび， IVは略年譜と主要
著作目録である。皿の(2)のはじめには王学文（河上肇の門下生）からの遺族への手紙をは
じめ中国から寄せられた手紙・ 弔電が4篇あり，故人と中国とのつながりの深さを示して
いる。
私は戦後経済理論学会5)や東京河上会6)を通じて故人と接触する機会があり，寄稿者の
多くがのべている故人の人柄の「あたたかさ」に直接ふれることができた。故人がその刊
行を強く希望し実現に努力した，河上肇全集と栗原百寿著作集とは，共に故人の生前には
完結するに至らなかったが，前者は昨年5月やっと完結し，後者も近く完結する運びとな
った。後者の最終巻に収録されるはずの栗原の J.s. ミル論（東北大学の卒業論文）の解
説の原稿ー一これを書くことを故人に依頼されておりながらなかなか執箪しえなかったも
の一ーを今春やっと仕上げることができたとき，私は故人からえた友誼と厚情のかずかず
をあらためて思い返した匹
(3) 汐見三郎 (1895-1962)
4) Iは川上忠雄「開会の辞」，五味健吉「大島清教授の業紹につについて」，大島清「法
政大学と共に34年」とより成る。五味健吉の文章は，£起業経済学者の故人の業績の諸
特徴をのべたものである。なお『経済志林」（法政大学経済学会，第 50巻第3・4合
併号， 1983年）は大島梢教授退任記念号として発行されているが，五味はそれにのっ
た故人の著作目録をつくった。五味によれば，故人の著書，編杏，訳害に論文，随筆
などを合せると，「ほぼ500点にも達する」。
5)故人は経済理論学会の創立以来の主要メンバーで，学会の連営に努力し， 1979年から
2年間代表幹事であった。創立当時のいきさつについては三宅義夫「往事茫々夢のご
ときなかから」にくわしい。
6) 故人と東京河上会との関係については，住谷一彦「大島清先生を悼む—大島先生と
東京河上会ー一ー」がのべている。
7)私の追悼文「人類の進歩」―このタイトルは青年大島泊が出獄した河上肇におくつ
た手紙の中の一句からとった一ーは，杉原・ー海共著「河上肇 人と思想」（新評論，
1986年）に収録した。
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「追想 汐見三郎先生』，編集発行汐見三郎先生追想録刊行会（委員長田杉競），制作有
斐閣出版サービス，非売品， 1985年11月10日発行， A5版313ページ，巻頭に写真9葉。
京都帝国大学の財政学担当の教授であり， 1949年設立された日本租税研究協会の会長で
あった汐見三郎のゼミ出身者の組織する水曜会が，故人の23回忌を機に本書を編むにいた
った経緯については，田杉競の「まえがき」，尾平聰男の「編集後記」にくわしい。巻末に
略歴と著書・論文目録があるが， 本文の追想は， 1「学問的業績と政策決定への貢献」，
2「人間・汐見三郎」， 3「門下生の青春譜」の三部にわかれる。
1にはシャウプ博士の Inmemory of Dr. Saburo Shiomiをはじめ，財界官界政界
の名士や門下生で学界で活躍している人々14人の文章をおさめる。平田敬一郎の「お懐し
い汐見先生」によれば，故人は井藤半弥，都留重人とともにシャウプ使節団の特別顧問と
なったが，「私の記億では汐見先生が最も多く接触されて……使節団の人々と懇談を重ね
られた」。財政学者としての故人の業績については，尾崎英二の「汐見三郎先生と財政学」
が詳説している8)。 2には新木華子（長女）の「涙もろかった父」と江草四郎（有斐閣社
主）の「実の兄貴のようなお付合い」との二つが入っている。 3には大正15年経済学部を
卒業した武田長太郎から昭和33年法学部9)を卒業した清水卓まで，合計80人の教え子の追
想記がおさめられている。
(4) 東畑精一 (1899-1983)
「東畑精ー 先生の足跡』， 綱集•発行故東畑精一先生合同葬実行委員会（東京都有楽町
蚕糸会館全国農業会議所内）， 1984年4月25日発行，非売品， A5版334ページ，巻頭に遺
影19葉。
合同葬実行委員会代表の池田斉の「まえがき」はいう，「委員会は本日 (1984年4月25)
一周忌の追悼の集いを行うこととしたが，追悼の一助として本書を作成しご遺族にお届け
8)尾崎英二は京大経済学部で私と同期である。尾崎は二回生のとき，柴田敬教授のゼミ
ナールにも出席していたので， UOlの「大道を行く」にも執筆している。私は京大の学
生のとき汐見教授の財政学を受講したが，個人的な接触はなかった。ただ京都ー中の
生徒のとき，全国中等学校弁論大会の審査委員長のお願いに，先臨のおともをして北
白川の御宅をおたずねしたことがある。故人が毎年この大会の審査にあたっていたこ
とは，徳田多賀雄も芯いている（本書174ペー ジ）。
9)故人は1946年3月に京大経済学部の「総退陣」で経済学部教授をやめたが，同4月に
京大法学部の琳任講師となり，そこで財政学の講義のみならずゼミも担当， 1958年3
月に定年退職した。なお経済学部の「総退陣」について， 堀江保蔵「汐見先生を偲
ぶ」は当事者の一人としての感想を書きしるしている（本苔47-49ペー ジ）。
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することにした」。そして本書は一周忌の法要の参会者にくばられた。また合同葬実行委
員会の逸見謙三がかいている巻末の「あとがき」によれば， 「いちぢるしく膨大なものを
覚l吾するのでなければ東畑先生への追悼文集的なものを編集することは大変難しいと予想
された」し，「時間の制約」もあってこうした内容になった。
本書はつぎの二部からなる。第一部は「遺文より」で，その中がまた三つに分かれ， (1)
時代と人物， (2)農業と農政， (3)研究所と審議会のそれぞれに故人の数篇の文章がおさめら
れている。それらがえらばれた理由については前掲「あとがき」にくわしい。
第二部は「生涯を閉じられて」で，これも三つに分かれる。 (1)1983年5月21日の葬儀の
時よまれた弔辞・弔電10篇10), (2)同年7月6日の東畑家午餐会でのスピーチ「偲ぶ言葉」
8篇11), (3)は「記録」で略年譜，著作目録および追悼文・記事等一覧12)である。
故人が逝去して一年の間に各種の新聞や雑誌に発表された多くの追悼文のリストをみる
と，一年後に新しく追悼文集を編むことのむつかしさがよくわかる。それで本書は，故人
の遺稿集という性格がつよく，公式的な追悼文である弔辞と，内輪の追悼会でのスピーチ
が入っていることで，ょうやく追悼文集の性格をかねることができた。
n 
(5) 中野 正 (1912-1985)
「中野正先生追l卓集」，中野正先生追悼集刊行委員会編（代表公文俊平），発行株式会社
森田企版（東京都港区白金台4-15-5),1986年6月25日発行，非売品（ただし頒価3300
10)弔辞は有沢広巳（二つ）， 中曽根康弘， 永野重雄， 岩持静麻， 横田喜三郎， 平野龍
ー，篠原三代平および中国社会科学院院長馬洪（中国語）の 9篇，弔電はサセックス
大学教授ドーア（日本語）からのものである。
11)スピーチは有沢広巳，松本重治，小山五郎，楠見義男，磯辺秀俊，武見太郎，宮部一
郎，東畑隆介の8人のものである。磯部の「秘められた辞表」は1945年8月17日づけ
の東畑からの速達の手紙の中の「昨日（東大教授としての）辞表を提出しました」と
あるくだりを紹介している。武見の「幻の農林大臣」は東畑と吉田茂との関係につい
ての「証人」としての見聞記である。
12)東畑精一の蔵歯の主要部分は農業綜合研究所に寄贈され，同所から『東畑文庫目録J
が刊行された（同所刊行物第440号， 1986年3月）が，その附録である相馬匠人編「東
畑精一先生著作物所蔵目録」は，『足跡」の巻末の「著作目録」 と故人が大正12年一
昭和40年初めまでの自らの著作についてメモした「論作目録」とを参考にして作成し
たもので，講義録，講演会速記記録原稿，東畑の著作についての書評リストなどをふ
くむ詳細なものである。
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円で星企画出版取扱）， B6版513ページ，巻頭に遺影と原稿の写真各一葉。
一人暮しの老碩学が突然非業の死を遂げたというニュースは故人を知る者に大きな衝撃
をあたえた。刊行委員会の代表であり故人が設立した経済システム研究会の代表でもある
公文俊平は「編者まえがき」でいう， 「犯人らの憎むべで所行には， 八つ裂きにしてもあ
きたらぬものを覚えるが，……せめて先生への追悼集に加えて，先生の著作集をなるべく
完全な形で公刊して13), 先生の偉大な業績を後世に伝えたいと思う」。この追悼集刊行の
経過は，刊行委員会事務局長水谷千尋が「編者あとがき」でのぺている。
―巻頭に故人の簡単な経歴と著作目録がある。本文は， 13人が故人の業績を論評した I
「中野正先生の学問的業績」，門下生 17人の追悼文をおさめた Il「恩師・中野正先生を偲
ぶ」，友人・知人40人の追悼文を集めた皿「中野正さんの思い出」，そしてWが故人が学長
をしていた長野経済短期大学葬での弔辞7篇， Vが故人遭難の当時通いで家事を手伝って
いた雨谷弘子の手記の五部より成る。どの文章も儀礼的形式的なものは一つもなく，故人
の人と業績に対する切々たる思いが行間にあふれていて読者の胸をうつ。とくに Iの7篇
は，「中野正教授の理論的意義を学問的に検討する論文として害かれた」とのべている降
旗節雄の「中野正の経済学の性格について」のみならず，すべて故人の業績に対して正面
からとりくんでの力のこもった論評であって，今後故人の業績を論ずる際の必読文献とな
ろう 14)。この Iは異常な事件のすがたを如実に描写したVとともに，本書に特別の色彩を
あたえている。
13)著作集は現在日本評論社からつぎのような構成で刊行中（編者は公文の他， 竹内靖
雄，堀元，吉沢英成，杉浦克己）である。ただ故人は「遭難の数ヶ月前から，進化論
の再検討を主題とするライフワークの準備にとりかかられ（たが）……先生の偉大の
業績の精華となるはずであったこの作品を，近刊の「中野正著作集」に収載できない
のは， かえすがえすも痛恨の栖みと申さねばなリません」（編者あとがき）。第1巻
『価値形態論』，第2巻「産業循環論・古典恐慌論」， 第3巻「「衰本論」の問題点他」，
第4巻「金融政策に関する証言他』。
14)筆者の多くはいわゆる宇野派の系統の人々であるが，田中浜睛（「経済学者・中野正
先生」）のように「もともと宇野理論の囲内に生息していない」人にも大きな影響を
及ぽしているところに故人の偉さがあろう。時永淑は「中野経済学の原点に触れて」
の中で，中野の論文「均衡論的歪曲の発生＿恐慌に関する「悲喜劇的」論争―-—」
(1948年）をとりあげているが，田中と同様宇野理論の園外にいた私が中野正からう
けた学恩は，「経済評論」にのったこの論文と， ウェークフィールドの「イギリスと
アメリカ」の訳業（世界古典文庫全三冊， 1947..:.48年）などである。
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(6) 南亮三郎 (1896-1985)
「わが生は“人口”の学に明け暮れて」， 編集南亮三郎先生人口論研究記念会， 発行所
雄松堂出版， 1986年9月10日発行，非売品， A5版367ページ，巻頭に故人の短歌「わが
生は“人口”の学に明け暮れて家業のことなどつゆ知らざりし」の色紙と，遺影18葉。
編集世話人の「あとがき」によれば，故人が1923年から1948年まで勤めた小樽高商の出
身者の中から追想集の企画がもちあがった。はじめに，「人口論50年」（人口学完結並びに
喜寿祝賀席上での講演），「やっぱり日本が」（遺稿）， 「自吟ノート（遺稿より）」（晩年の
短歌58首），著作目録と略歴がある。追悼文を寄せているのは78人で，最後の6人が遺族，
他の72人の文章は「とりあげられているエピソードの時期におよそ従っており，必ずしも
年齢順や卒業年次の順でない」（「あとがき」）。
追悼文から二三紹介すると， 1926年に小樽高商で故人の経済原論を聴いた板垣興ーは，
故人の学問を決定づけたのは「ふたりの師」大西猪之介と左右田喜一郎であって，故人は
人口学体系の完成後新しい人口哲学の構造をねっていたと書いている。また松田芳郎は，
故人が卓抜な編集者精神の持主であることを，恩師の大西猪之介全集や弟子の松本栄治の
遺稿集の編集からはじまって，小樽高商の機関誌「商学討究」や戦後の月刊雑誌「思想問
題研究」の編集， 書誌r人口論発展史―日本における最近 10年間の総業績」（三省堂，
1936年）15)などの諸業績を例証として説いている。また晩年の弟子別府芳雄は故人からの
書翰をいくつか紹介しているが，その書簡で「80の坂路を遥かに越えた故人が••…•後進の
育成指導に万身の努力を傾注」していたことがよくわかる。
(7) 武藤守ー (1910-1970)
「回想の武藤守ー」，回想の武藤守一刊行委員会編，法律文化社， 1986年9月30日，定
価2200円， B6 249ページ，巻頭に遺影5葉。
「編集後記」（編集責任者関弥三郎他2名）によれば， 武藤守一の17回忌の記念出版と
して立命館大学経済学部のスタッフを中心とする18名で組織する編集委員会が，故人と縁
の深かった立命館大学ウリ同窓会一ーこの関係については姜在成「ウリ同窓会顧問の先
生」がくわしい一ーから多額の寄附をえて，これまた故人と関係浅からぬ法律文化社から
出版することになった。谷岡立命館総長のことばを巻頭に， I「追憶のことば」に西村清
lb)本書は，小樽高商在職中の故人が1935-36年の半年間在内研究員として母校の東京商
大にいた時，商大図書館を中心に，慶応や帝国図書館などの資料にあたり，小樽に帰
任後まとめた文献目録とその解説で，戦前において研究者の作成した社会科学関係の
ゆきとどいた文献目録として数すくないものの一つである。
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次と末川博の追憶の文章（後者は1970年10月7日の葬儀の席上に流された録音テープ）が
あり， I「先生の研究」は小牧聖徳が書き' ][「武藤さんとともに歩んで」には細野武男
はじめ24名の立命館関係者の文章がおさめられ， IV「師を憶う」には足立政男はじめ14名
の教え子達が書き， V 「守一のひととなり」には，故人と同郷の教え子の調査による「生
い立ちの記」と遺族の「父の思い出」がのっている。巻末に「武藤守ー教授略歴と著作」，
「立命館学葬式次第」，「編集後記」がある。
「貨幣理論と貨幣政策』 (1950年， 三和書房）で学位を得た故人の学問的業績について
は，前掲の小牧型徳の文章が明らかにしており，末川博の後をうけて初代公選の学長とな
り (1970年2月）， 大学紛争の嵐の中で奮斗， 病魔のため急死する 7ヶ月の間のことにつ
いては'][の後藤靖やIVの浜崎正規の文章などにのべられている。
(8) 山口和男 (1927-1986)
r Prof. Kazuo Yamaguchi Reminiszenzenー ー山口和男先生追悼集一』，編集山口
和男先生追悼集編集委員会（西宮市弓場町3-2甲山商経学館内）， 1987年4月14日発行，
非売品， AS版289ページ，巻頭に「自画像」はじめ故人の筆になる画のカラー写真6葉，
遺影23葉。
巻末の編集委員会の「編集後記」にあるように， 1986年4月14日に急逝した故人の一周
忌の霊前に捧げるべく，本書は編まれた。内容は甲南大学の学長，経済学部長，友人，門
下生による弔辞4篇， 故人のエッセー集「折節の記」， 友人行沢健三の結婚披露宴 (1951
年11月121:l)での故人のスピーチ，京大での恩師，先輩および学会関係者，小・中学校時
代の同級生や友人，山城高校時代の教え子，甲南大学の旧・現教職員，甲南大学の卒業生
および遺族の文章77篇をおさめる「追憶の記」，著作目録をふくむ賂年譜より成る16)0 
巻頭の画は，山口華楊画伯の次男であり，甲南大学の美術部の顧問として学生とよく旅
をした故人の一面をしのばせる。「折節の記」にはドイツの思想史に造詣の深く， ウェー
バーの著作の訳業（『農業労働制度」未来社， 1959年）もある故人らしく，マックス・ウ
ェーバーについての文章が三つふくまれている。
学位論文となった「ドイツ社会思想史研究」 (1974年）を刊行して以来， 故人はつぎの
仕事のテーマを模索していたが， 最近漸くドイツ歴史主義の起源をたずねてJ.メーザー
16) 「甲南経済学論集」第27巻第4号 (1987年3月）は，山口和男教授の追悼号で，この
号には， 1986年6月21日に行われた故人の追悼講演会の際の講演5益と，ベルリン自
由大学教授 HermutWagner氏の寄稿 lchhatt'einen Kameraden (「亡き友を
想う」小島修一訳）が巻末におさめられている。
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の研究にとりかかったことは，恩師の出口勇蔵や甲南大学での共同研究者の仲間黒田忠史
が語っている。その矢先きの急逝だっただけに，友人やゼミナリステンの追想文には彼と
の永別をなげく思いがこめられている。私が彼とかわした最後の会話の話題も，『資本論J
の地代論に出てくるメーザーの著作のことであった17)。
(9) 山田 勇(1909-1986)
「理論と計最に徹して」故山田勇先生追想文集編集世話人会編集発行， 制作論創社，
1987年4月26日，非売品， B6版246ベージ，巻頭に遺影ー葉。
友人で編集世話人でもある板垣興一の「まえがき」と世話人の一人小川春男の「あとが
き」を読めば，「故人の一周忌を記念するための一集を私家版として上梓する」ことにな
った動機や制作の過程がわかる。内容はつぎの三部よりなる。
I「経済学と私」，遺稿「わが半生を語る」と遺文より（「経済学と私」他5篇）。 1「追
想の山田勇」，弔辞（種瀬茂，深沢八郎，板垣興ー），追想文，高橋長太郎，都留重人，プ
ロンフェンブレンナー（英文）など63篇， III略年譜•著作目録。
一橋大学教授で同大学の経済研究所所長や日本統計学会会長などをつとめ，停年退職後
は亜細亜大学教授となった故人は， 1951年海外研究派遣第1号としてアメリカに渡り，以
来わが国の計量経済学研究の中心となって多方面にわたる活発な活動をしたが，その足跡
は遺稿「わが半生を語る」にくわしい。
追想文の筆者は故人の友人，一橋大と亜細亜大での同僚や教え子が多いが，最後の山田
裕（長男）の「父と下町」は，名古屋市の下町に生い立ち，浅草の女剣劇を愛して晩年に
至るまでパチンコを趣味とした故人のプロフィルを淡々と語っているのが印象的である。
直 ，
最後に紹介するのは，柴田敬の歿後一年を機に刊行された追悼文集「大道を行く」であ
る。柴田は京都帝国大学経済学部で河上肇からマルクス経済学の，高田保馬から一般均衡
論の教えをうけ，両者の綜合を目指す野心的大著「理論経済学」二巻 (1935-36年）を公
刊して学位を得， 1939年異例の若さで教授に昇進した。またシュンペーターを慕って留学
したハーバート大学では，都留重人の他，サムエルソン，スウィージー，ランゲ， レオン
ティエフらの気鋭の研究者と交流し，ロンドンに渡ってケインズやヒックスとも討論する
17) 「資本論」第3部第6益第47章第2節「労働地代」の注。メーザー「オスナプリュッ
ク」第 1部， 1780年。なお私は本書に「深夜の冠話」を寄稿している。
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など，戦前の理論経済学者としては珍らしく国際的に多彩な活動をした。ところが戦後占
領軍による教職追放により，数年間学界・教育界から姿を消したために，晩年は壮年期ま
での華々しい経歴に比してやや不遇の生活であった。もとより不遇といっても相対的なも
ので， (1)83歳の長命で，その二年ほど前までは研究活動をつづけえたし， (2)追放解除後は
山口大学や青山学院大学の経済学部長をつとめ， (3)1967-68にはアメリカのカーネギーエ
科大学に出講し， (4)1974年には友人や門下生によって古稀記念論文集が刊行され， (5:80歳
の時勲三等瑞宝章をうけ， (6)1978年に公刊した二著（自伝「経済の法則を求めて」と生前
最後の著書「転換期の経済学」， ともに日本経済評論社18))がかなりの反響をよんだこと
を思えば，不遇という表現は当らぬかもしれない。しかし(1)どの大学の名誉教授にもなら
ず， (2) どの学会の役員にもならず， (3)戦後の多産な研究•著作活動も学界の主流からはず
れたところでなされつづけたという意味では，京大教授を辞任し，追放をうけた後の柴田
敬は，やはり「忘れられた経済学者」19)の一人といってもよかった。内容形式ともに大へ
ん立派な追悼文集が歿後一年に編まれ，故人の遺影に捧げられえたのは，晩年の故人の生
活をよく知る遺族の想いと，変化に富む後半生を送った故人に対する特別の追慕の念をい
だく知人・門下生たちの想いとが一つになってのたまものであった。
(10) 柴田 敬 (1902-1986)
「大道を行<―柴田敬追悼文集ーー』， 発行人鹿島郁子（長女）• 長坂淳子（次女），
制作H本経済評論社，非売品， 1987年5年10日発行。変型版， 435ページ。巻頭に写真55
葉，．
本文はつぎの五つから構成されている。 1は故人の晩年 (1983-84年）の遺稿が「核戦
争勃発の危険から人類を救う道」と題して収められ，編者の公文園子のコメントが添えら
れている。 Iは私の執筆した「柴田敬先生―人と業績ーー」である20)。I1は1986年6月
7日に銀座教会であった告別式で読まれた四人の弔辞（友人代表都留重人，京大柴田ゼミ
ナール生代表杉原四郎，山口大学経済学部長坂垣忠，青山学院大学教授太田浩）がおさめ
られている。 IVは127人の追悼文， 最後のVは年譜（長坂淳子編）と著作目録と「あとが
18) 「転換期の経済学」 (1978年）は著者の没後増補新版が出た (1987年5月）。『経済の
法則を求めて』 (1978年）も増補新版が出た (1987年12月）。
19)宮崎義ーと伊東光晴とが柴田経済学について語った対談（「経済評論」 1978年8月）
のタイトルが「忘れられた経済学者柴田敬」であった。
20)私はマクミラン社から出た新版パルグレイヴ経済学辞典 (TheNew Pa/grave, a 
Dictionary of Economics, vol. 4, 1987)にも ShibataKeiを執筆した。
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き」の三つである。「あとがき」は本書の編者である鹿島郁子と長坂淳子の連名で， 編集
作業を支援した故人の友人や門下生に対する，また本書の制作にあたった日本経済評論社
に対する謝辞が書かれている。なお題字は故人の姪田中美穂子，装画は恭子夫人の妹小原
容子の手になる。また故人より3年早く他界した恭子夫人が，みずから育てた花々をみず
から撮った写真がカットとして随処にちりばめられている。
「柴田敬追悼文集できる！」（『評論』， 日本経済評論社， No.60, 1987年5月）は，ニ
人の「先生の御令嬢を中心に……柴田ゼミOBの総力をあげた追悼集」で，「なかでも「年
譜」を作成された長坂（淳子）さんの力の入れようは並々ならぬもの」があったとしてい
る。そして希望者には頒布するとある（同様の記事は『エコノミスト」（毎日新聞社）の
1987年5月26日号にも出た）が，希望が殺到して今は残部がなくなってしまった。
IVにおさめられた 118篇の追悼文は， (1)学界における故人の知人， (2)一般的な故人の知
人（後輩，同僚などをふくむ）， (3)京都大学での門下生（同志社・建国大の門下生をふく
む）， (4)山口大学での門下生， (5)青山学院大学での門下生， (6)遺族の六部よりなる。それ
らを通読すると，柴田敬が研究者，教育者，家庭人それぞれの側面からえがかれていて，
故人の人間像が全体としてうかびあがってくる。大部分は経済学者として一家をなしてか
らの故人を語ったものだが，福岡商業学校時代からの友人（石井公代）や山口高商時代の
後輩（湯藤宜則）の回想記，それに故人が京大の学生時代京都中央教会日曜学校の先生を
していた時の教え子（勝俣正）の文章など，若き日の柴田敬をえがいたものを巻頭にある
当時の写真とあわせて読んでゆくと，故人への親しみがぐっと深まる。また故人は恭子夫
人にさき立たれた1983年9月以来健康が衰えてゆくのだが，その最晩年の生活は，公文園
子氏によって整理されたIの断片的遺稿や，塩沢瞭ー氏の「柴田先生の主治医として」，長
坂淳子氏（次女）の「父がくれたおでこのこぶ」の最後の二節などを読むとよくわかり，
故人が病魔と斗いながらも最後まで核戦争の危険から人類を救うことに経済学者としての
責任を感じつづけていたことが私たちの胸をうつ。柴田敬はその恩師の河上肇， 高田保
馬，作田荘ーと同様に，経世済民の志を持った経済学者であった。『大道を行く」はこう
した故人の青少年時代と最晩年の消息をつたえるものとして，故人の人と思想に関心をも
つ人々にとって有益な文献となろう。
故人の学問的業績については1Vの(1)におさめられた文章がこもごも語っているが，故人
にはかずかずの独創的な理論的業績があって，それらが今では国際的に広く認められつつ
あるということを，置塩信雄や根岸隆のような現役の理論経済学者が書いているのを読む
と，門下生としてうれしいし，年来の友人都留重人や若き友人伊東光晴，早坂忠らの文章
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から彼らが故人のためにいろいろと尽力して下さっていたことを読むと，感謝の気持をあ
らたにする。また故人が欧米留学の際に知りあった山田雄三，小松芳喬，森田優三の諸氏
の回想記は，夫人同伴で世界の各地を旅行していた30歳代の故人の愉しくも充実した日々
の模様をつたえてくる。
故人の教育者としての足跡，とくにゼミナリステンに対する指導ぶりについては， Wの
(3), (4), (5)におさめられた京大， 山口， 青山での門下生の回想記であきらかである。京
大での柴田ゼミにも忘れ得ぬ思い出がかずかずあるとはいえ21), 京大での教え子の一人と
してのこの部分を通読して思うことは，故人の学生への接し方は，京大時代にくらべて山
ロや青山の時の方がずっと熱っぽくなり，師弟の交流がずっと濃密になっているようだと
いうことである。これは京大時代が中国との戦争が世界的規模に拡大してゆく不幸な時期
にあったことの反映でもあろうが，やはり故人が戦後の追放22)による試練を通じて人間的
に円熟し，後につづく世代への期待を一そう大きくして，その教育者的情熱をゼミナール
に傾注したためではなかろうか。「徹夜とはいかなかったが， 先生と私が枕を並べて寝た
のは， 深夜というより， もう朝に近かった」という新田政則の「柴田敬先生を偲んで」
ゃ，毎回「午後1時からはじまって3時に終るはずのゼミが夕食をはさんで夜十時頃まで
延々と続く」青山での最初のゼミナールのことをのべた片寄紘ー氏の「柴田敬先生に思
う」をなど読んだとき，私は強い羨望を禁じえかなった。
なお故人の著書は，戦前は弘文堂や有斐閣から出ているが，戦後はミネルヴァ書房と日
本経済評論社から出るようになった。前者とのつながりは杉田信夫「柴田先生とわたし」，
後者とのつながりは引地正「『経済の法則を求めて」の出版前後」23)/こくわしい。総じて著
者と出版社や編集者との関係が書かれている文章がおさめられており，それによって故人
21)私はそのことを「柴田ゼミナールの思い出」（杉原「読書紀行J, 未来社， 1975年所
収）や1986年6月7日の告別式（銀座教会）でよんだ弔辞（本書43-44ページ参照）
の中でのべている。
22)故人はGHQの追放令によって京大をやめたのではない。故人の提出した辞職穎によ
り1946年3月末に依願免官になった。追放令は5月15日づけである。プロンフェンプ
レンナー教授は Hewas purged unfairly. と書いている（本書59ページ）。なお故人
の追放については，山本礼子「教職追放（その一）ーーSCAP指令により罷免された
場合（メモ・ケース）一」，『戦後教育史研究」第4号（明星大学戦後教育史研究セ
ンクー ， 1987年6月）参照。
23)栗原哲也「私記 日本経済評論社初復の15年」 (1986年， 日本経済評論社， 非売品）
の「柴田敬氏の登場」 (32-34ページ）をも参照。
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最近出た経済学者の追悼文集（杉原） 663 
の知られない側面があきらかになることも，追悼文集のメリットの一つである24)。
後記 脱稿後河野健二氏からつぎの追悼文集を頂戴したので， 余白を利用して紹介す
る。谷口吉彦 (1891-1956)
「大道無門ー一谷口吉彦先生思い出集ー一』， 発行休道会（谷ロゼミ OB会， 会長河野
健二），編集原田浩（大阪休道会世話人）， 1987年12月12日発行， 非売品， B6版249ペー
ジ，巻頭に写真22葉。
はしがき（河野健二）とあとがき（原田浩）によれば，本書は昭和初年から同21年まで
に京大の谷ロゼミで教えをうけた門下生の文集で，恩師歿後30年に休道会の事業として企
画され， 1年余かけて完成したものである。
はじめに故人の略歴と主要著作目録があり， 名和統一「谷口吉彦先生を悼む」 (1957年
1月29日）のあと「休道会員の思い出」に56人の文章をおさめる。学界人としては山本安
次郎，島恭彦，河野健二らが書いているが，吉木信「谷口吉彦先生御夫妻の思い出」は，
故人の学問的業績をくわしく解説し，最後に故人の精力的な研究の「かげには谷口先生
の奥様の内助の功が光っていたのである」と結んでいる。その後に河野健二「師たる人」
(1980年7月29日，朝日新聞），原田浩「故谷口敏子夫人の俳句と故谷口忍さん（御長女）
の和歌について」がおかれ，最後に「御遺族の思い出」に 5人の文章があり，巻末に松井
澄子（松井清末亡人）「谷口先生の温顔」と堀江シゲコ（堀江英一未亡人）「谷口先生御夫
妻の思い出」がある。
私は京大で先生の商業経済学と東亜経済政策の講義をきいたが，個人的な接触は全くな
かった。先生に対する敬愛の念を持つようになったのは，河上肇全集を編集して，先生が
数ある門下生の中でもとりわけ河上に対する情誼のこもったこまやかな交際を最後までつ
づけていたことを知ってからである。河上と先生との関係のことは本書の随処に出てくる
(pp. 23, 71, 102など）が， ここでは先生の長女忍さんの短歌 (p.219)ー首を紹介し
ておきたい。「亡き父の遺品の中にこれはしも河上肇と対ひし碁盤は」。
24)寄稿者の一人石井公代氏による本害の紹介が「鳳陽」（山口大学経済学部同窓会会誌）
の最近号 (1987年9月）にのっている。
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